
倉敷や横浜に数多くの建築を残した、現代⽇本を
代表する建築家のひとりである浦辺鎮太郎は、モ
ニュメンタルな単体建築ばかりが作品として認識
されていた時代に、既存のまちの歴史や⽂化、空
間の継承を強く意識した、類型的な建築の在り⽅
を探求したパイオニアといえます。本展は、神奈
川⼤学⼤学院⽣たちによる作品分析を通して、浦
辺が構想していたかもしれない仮説的な「建築類
型学」として提⽰するものです。併せて、デザイ
ンコース関連の各種冊⼦も展⽰しております。

浦辺鎮太郎の建築類型学

主催 神奈川⼤学建築学部デザインコース

2022.10/26-11/04
（⼟・⽇・祝⽇は除く）

時間 11:00-19:00

廃材標本 KU アーキラボ

横浜市中区住吉町 3 丁⽬ 28
新井ビル 302

無料・申込不要
直接会場へお越しください 廃材標本 facebook

（※本展内容は、2020 年秋に開催された『建築家 浦辺鎮太郎の仕事 
横浜展』にて展⽰したものです。）

廃材標本
で検索


